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付帯状況表現 :danと gan
水谷 宏
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要旨 Gttmdeb il           .  ‐    | ‐ |■
1)カムライグ語 Yr I五ぬ G落暉aogの文法的記述は、長い間、「文章カムラ|`:

イグ語」,C脚甲aeg I■ enyddo1/Lit9ary Welshの 極桔の中にあって、
「話し言

葉カムライグ話」C「眠aeg llafarノ C叫9qu・al wels卜 ,の極めて消極的な態度

となつて現れた。他の多くの言語においても、この傾向は見られるのであるが●

カムライグ語の歴史においては、「話し言葉」の標準化が生じなからたた|め、こ

の傾向‐tま一層顕著に見られる。

'V｀

わゆる「付帯状況表現」Mynegion

cyd‐ aⅢ響野4diad(同時生起表殉 と呼ばれている dall.や ganの用法について

も、「文章語」と―「口語」という r様式 1 040den」■こょり異な|る。3)しかし、

この「様式」の観点だけではなく、「より公式的な使い方」か「よりくだけた使

い方」‐か、という、「言語使用域」Registerの観点からも見直してみる必要が

あろう。そうすることによつて、カムライグ語の学習上においてもいくつかの

利点が牛じる。        ■     ‐       '
Esgeulutt Cymraeg nagar yn disgri6o gramadeg yr lttth Cymraeg.|

Maずr ddarlith hon yn ceiゞ o espo五o'r mynegion`Cyd‐dとぃけdとaご,ldan'

a`gan'o'r safbηりlt sydd yn disgri■o fCttestrau'o`町血raegI■afarl ,

1背景事情iSCIa Gdhdir     _   1      - .    :
D 「文章語」と「話し言葉i《国語》」|の相違 ‐_   .
一般的に言,‐ 言語にはこ「文章語」と「話し言葉 《口語》」との間には何
らかの相違が観察される。カムライグ語も決して例外ではない。むしろ、この

相違は、1他の多くの言語と比較してみても、相当に大きいと言える。 「話し言

葉」では、[私は ‐ヾカムライグ語を話すのが好きです」と言う場合に、:北部方言
‐

と南部方言とで、次のよう.な相違が見られる●frli ■11● ―■ ■ 、
(1)[duh Ъ。■ゝra(o lkm、 raig](北部方言、以下、G.C.と略す。):

0)luin:h。■Iara(0 1kumヽ rag](南部方言、以下、‐D.C:‐ と略すも・)・  .

一方、「文章語」では、               ・ |  :

(D Yryd覇ヴ■yn h置 siarad Cymraeg.(G.C.)

④  Yrw〆五yn htt Siarad Cymraeg.① .C.)

のように書き記されるのである。

即ち、(1)では、「繋辞」cypladノ linЪ ng verbの あ0ど `to be'の 「現在 。一
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人称・単数」の形が、[dui]を用いているのに対して、(2)では、[ui]が用いら

れている、という方言的特徴が観察される。そして、いずれの方言においても、
「話し言葉」にしばしば観察される特徴である、閉鎖子音が連続する場合に生

じる最初の子音の脱落が、[ルra(0]の語尾に生じる場合があるも「繋辞」の形
に見られる方言的特徴は、「文章語」では、(3)の `ydⅥば (G.C.)と 、(り の

|

特ガ'①:C.)の形として現れているのである。
:       :

このような「文章語」と「話し言葉」の間に見られる相違に注目して、Caradail

(1925■30は 、̀ lVRITE ttterary n7elSh.SPEAK conoluial welshア としてく言 :

語が使用される場面に応じて、相異する二つの言語形式の使し`分けを勧めて

'ヽる。1925年という年代を考えると、極めて画期的な指導方法であったと言える。

1‐all)社会階層的変種に関する発言
`

このような言語使用域 Registerの相違に関して、特に、「社会階層的変種」::

と、1960年代になって社会言語学が呼ぶようになった「変種」●油ry就ゴさthau■

に言及した、筆者の手元にある資料で最も早い時期の発言は、S「 」ohtt Rh,61

(189681)である。即ち、「文章語」の標準化がなされた聖書のカムライ:グ語に・

ついて言及した後、
`:

■t is somewhat tho same as regards a country gentlemani let us say a

landed prop五etor,or the squlTe,wh6 1eams Welsh in dideF tざ bさ ab16 t6

converse v嗜ぬ the men in his entplo“ Thus if he addresses them in

literary V7dsh,he comllllnnds thぬ respect Чathout appearing tod arable

or provoking familia五 ty blltif he learns his welsh iOm a stab16‐ bbyl his

S旬えe OfSpenhng provokes dettsion.'

そして、SyT Ifor Wininms(1945?:52)に も、次のような発言があるも:

`Wrth ddtththio ar Lafar G■ lad byddafyn rhannu Cyτ nraeg yn diitthath,

Cttraeg lltt Cymraeg llafar a Chymraeg dydd Sul, .1 lY辺 ′b
鰤唸b面ae伍 rhwng Cttraeg pregeぬ wr a Ch売iaeg l bめd.Niご赫
prettthⅢ vn daradfel avn1lra■ .・(下線は約 |■ ‐ 11・・ ■■ ■1..

即ち、                       ・   ~|■ . 1:1 ■|
「日常のことばについてお話しする場合、わたくしは、カムライグ語を ‐
3種類に分けることにしています。つまり、書物のカムライグ語と話し

言葉のカムライグ語、それに、日曜日のカムライグ語であります。《中略》

牧師さんのカムライグ語と、一般の人達のカムライグ語との間には、〃ら

かな違いがあります。普通の人のようにはお話にならなぃのが、牧師さん

なのです。」

さらには、1960年代後半以降の社会言語学が導入した「打ち解けた、くつろい

10
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だ使い方」から「形式張つた、正則の、公式的な使い方」への「段階的変化」 (“a

scale"from“c¨ua1/■nfonllal"to`Ъ rma1/ceremO五 al"と いう、所謂「言語使

用域」Cofrestrauノ Re」sterSへの明らかな言及もみられるのである。
`Swm a sylwedd y cyfan a ddn7edais yw

iaith lヨl,er m_cael idth lafar addas i genedl ac五di gv■lwd neu

blwy.Ac weと i五 gael hOnn。 ,dylem,五 greda i,darO ad i ystwytho a

とweddam e■n CpraegコリL ai dd57n ynteu yn nesi Oymraeg byw Ar
hyn o bryd ylnae gormod o L・ lch yn c,・ ol,a rhdd ei gau οケJ′

"7ο
ぬ

(t.16.)て下線は筆者)  .
即ち、

「以上お話したことをまとめますと、話し言

近づけるべきだということであり、そうすることで、話し言葉が、里や教区

だけでなく、国全体のものになるのです。そうできれば、書物のカムライグ

語を近代化して、より,層柔軟性のある「生きたカムライグ語」Cymraeg byw
にずつと近づけることができると、わたくしは信じます。今のところは、両

者の間の溝は大きすぎるので、両方から歩み寄る必要があります。」

D 「話し言葉 (口語)カムライグ語文法」への消極的な態度
20世紀も終わりに近づいた 199o年代には、カムライグ語に対する新しい視

点に立ったいくつかの文法書が出版された。Fife(19900に は、次のような指

摘もある。即ち、従来からの文法書の扱いでは、あるがままの姿ではなく、あ

るべき姿を求めているために、話し言葉について理解を深めることは困難であ

り、また、少数のエリートが書いたテキストだけが対象となっている「文献学

的研究方法」では、話し言葉を対象とした分析がなされなかつたという事実に

ついて述べているのである。

一方、学習者を対象にした会話書におぃても、1960年代の後半からは、話し

言葉を提示しようとする動ぎがあ:り t裁判ぼされた つヽの、所謂「生きたヵム
ライグ語」Cymraeg Bprに準拠したテキストも数多く出版された。その批判
には、話し言葉が標準化されると、誰も使っていなぃことばを教えることにな

るというものが含まれた。この批判に対応して、それぞれの地域で開催される

会話のコースで用いられるテキスト類には、その地域の方言に準拠した教材も

かなり出回つたようである。そうした国語への積極的な態度の表れの一つとし

て、Lg(19980は、次のような点を指摘している。
`One tc通 ig direrence.s as simple as t is ttЩ dnmental:Conoquial

Welsllis  a 6饉st language for native speakers oflVelsh....It is acqlllred

automatically iom childhood, and naive speakers have an mtuitive
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feel fOr■hat sOttdS■ ght'or`口 Onピ .LiteraFy n7elSh,on the other hand,

is no― oneも nativ‐ e language. Au those who know how to readit,■ hether

WelⅢ Speakers or not,have been taught.h価 s sense itお an artindal

lAnguage一 consciously plnnned and dedgned to standardize the witten

language at the轟 me ofthe translaion ofthe Bible into Welsh(sixteenth

cellturyp, 年 d by ttdlarge with a deliberate Ⅲ regardfor●e natiVe

speech of or出 ary people. Its subsequellt undoubted sucoess as the

nt,年平nL of,pr9呼 cl撃Fatur,tl,S19eliⅢ  th9 expel'e of'OnOquial
Welshl n,deCted tta r■ 9nde,中 こ叩密ag911y apOWe祠 鰤 ゛sh‐ ,

spen■inυ minO五ty whohalmuch tO gnln frOm put歯■gthe mm■e寧。
ofb彙

"essibtt ofthe cultural identity bit of thdi6ach ofth6轟

むo■,i.:
この間の詳しい状況については、筆者は、先に「南北方言の特徴と地域変樺
への消極的関心」『金城学院大学論集

・
(英米文学編)』 第42号 《通巻第 lo9号》

pp.313‐ 329において指摘した通りである。
「文章カムライグ語」と「口語カムライグ語」との間の大きい相違にっいて

の認識を深めると共に、「話し言葉」への関心を高めることは、単に、言語研究

の分野に限ることなく、文学、歴史等々、その他のカムライグ学 Astudiaethau

Cttmeigの諸分野の研究においても重要性が増すものと考えられる。

2前置詞凛独 とβ留

→辞書による定義や B)文法書の取り扱いを見ても、この二つの前置詞が動詞

的名詞に先行する場合の用法は、次のようになつている。
pa22=主節の動詞が表す動作とは関係のない動作が、同時に生じる場合

a密 =主節の動詞が表す動作の一部となる動作が、同時に生じる場合 ,「
そして、このような文章語カムライグ語の文法的記述の取り扱いは、Wttiams

(1959:178)(1980:136)や 、Thorne(1996:4001401)に 見られるように、次第に

混用が進行した結果、この区別がなく牟?41クなレ下三ヽヽ :|.__.
一方、日常会話の専修を目標にした所謂会話書には、この二つの前置詞のこ

の用法は、先ず、扱われることがない。扱われ4と しヽ も、1日常?含鷲lF用い

られる用法としてではなく、「物語やスピーチをきちっと話す」ための能力を習

得させる段階になつてから導入されるのである。そして、「付帯状況表現」なり、

「同時生起表現」と呼ばれる用法は、文章語とは異なり、dalllや g鐘 を層いる

のではなく、等位接続詞の a`anど が用いられ、「～する (した)、 そして、～

する (した)」 のように用いられる。あるいは、接続詞 pan「～する (した)

時」に導かれる従属節で表現されるのである。

12
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3国語形認定基準について

現代カムライグ語の使用状況を、このように「文章語Jと 「話し言葉」の両

面で観察する場合、国語形を認定する基準が必要になる。M6Lds」Ones,R

(197の は、(1)発音上の相違、0)形態音素論的相違、(3)weと の縮約形の使
用の有無くOD時制の使用上の相違、(5)決定詞と形容詞の使用、(6)動詞前虚
辞の脱落、そして (つ 英語からの借用語の多用、等々を挙げて、両者を区別し

ようとしている。
|

しかしく筆者は、水谷宏 (197727‐ 28'1986261‐ 262)において、I[書き言葉]

6dtteDか [話し言葉]Kspoken)かの「様式 Cn16d∂」変数、Ⅱ [視覚的]続sialy
か [聴覚的]Quralbかの「手段・(meぬum)」 変数に加えてШ [固さ]伍ghう か

[緩さ]αob3の か、の「拘束性」 tヽicture'‐―「文法の持う拘束性からの自由さ

の度合い」という変数を加えた方法で、「より文章語的」か「より話し言葉的」

か、の判断をする基準を提案した。即ち、単にt「書かれている」か「話されて

いる」だけでは、「文章語形」と「口語形」との区別は十分にはできない。前者

が口頭で音声化される場合もあり、また、逆に後者が文字を用いて表記される

ことも多い:あるいは、前者が「緩さ」を示すときには、後者に近づくことが

あり(・反対に、後者が「固さ」の要素を強く含むと、極めて前者に近い発話に

なることもある。従つて、その発話が、
:(+spoken+aural■

10oSe)であれば、極

めて親しい間柄の人同士が用いる、日常的で、いわゆる「自然な」会話の発話

であり、反対に、「もつとも文法の拘束性に厳密な形で、公文書等に見られるよ

うな形」の「文章表現」は、C―躙五tt∝Ⅲisual+dghOだ と分析可能なのである。

1980年代以降に出版された会話書の類には、dan/galllを 用いた「付帯状

況 。同時性表現」が扱われろことが極めて少ないからと言つて、現実にはまつ

たく使用されないのではなく、(ItighOに近づくにつれて、その使用は十分に

可能であると判断すべきである。例えば、・

ⅣEae'r merc■ed'nゴ ll eistedd ar y stryd ga"J″ガa hufen ia

「あそこの女の子たちはく―アイスクリ‐ムを負べ勧 べたに座つている」

0五 ittdarn6五 五漁″笏″z″ぁ五id節■
「僕、テープを″きな″ゞら本を読んでいたよ」

のような話し方も苛能なのである。
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